
矩計図

外壁４面にシームレス
につながる漆喰仕上げ
は、そのまま床下面38
㎜奥までまわり、それ
ぞれの角は現場で指示
した半径３㎜～４㎜の
アールとなっている。

建物を浮かせたいとい
う建築意図と、軟弱地
盤対策が、杭を打って
建物全体を持ち上げる
という発想を生んだ。
地表との隙間は土地の
傾斜や起伏によって330
㎜～660㎜。鋼管杭は
140φ・長さ4,600㎜～
4,930㎜、数は短手２本
（＠4,550㎜）×長手４本
（＠4,700㎜）の計８本
（それとは別にデッキ
支柱杭として１本使
用）。表通りから入っ
てくる道路が幅２mあ
まりと狭く、この道を
通れて５m長の杭を打
てる機械があるかどう
かを事前に調べたとこ
ろ、関西地区で２社だ
け所有していたという。
ちなみに、鋼管杭によ
る乾式基礎工法は傾斜
地で有効で、長坂さん
の別の現場でも進行中
とのこと。

建物本体を
８本の杭で
持ち上げる

シームレスな
漆喰仕上げ

この仕上げもあいまっ
て、奥行きが無限にあ
るようにも、まったく
ないようにも見えると
いう、両義的見えがか
りの「浮かんでいる白
い壁」が生まれている。
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Y6Y5X2X1

45×57 @450

床：F1
フローリング t=18
構造用合板 t=24

床：F2
大理石 t=13
モルタル t=30
構造用合板 t=24

外壁：EW1
新漆喰 t=6
ラスモルタ ル t=20
アスファルトフェルト
木摺り t=12
縦胴縁 t=15（通気層）
透湿防水シート
構造用合板 t=12

軒裏：EC1
野地板 杉 t=30 素地
垂木60×180 @300 現し

収納 玄関

石張り部幅木：
フローリング t=18（F1）スタイロ受け

外壁：EW1

軒裏：EC1
野地板 杉 t=30 素地

けらば：
カラーガルバリウム
鋼板t=0.4

通気口：
防虫通気材 120×180

330

棚・支持板：
米松材t=30

壁：W1

通気口：防虫通気材

大引：C-100×50×3.2
スタイロエースⅡ t=40

スタイロエースⅡ t=40 スタイロ受け

H-194×150

グラスウールt=100（24k）
床下：EC2床下：EC2

通気口：防虫通気材

H-200×100

120×120

通気口：
防虫通気材

軒先 平葺き範囲

壁：W1
シナ合板 t=5.5+OSCL
胴縁 t=15
防湿シート

天井：
構造現し 120×210

屋根：R1

屋根：R1

垂木：60×180 @300

▽1FL ±0

H-200×100
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▽1FL+2,580

▽1FL+735

▽1FL+950

▽1FL-3

△1FL+2,108

天井：C1

W4

土台 120×120

120×300

▽1FL-3

▽1FL+950

グラスウールt=100（24k）

▽GL ±0

▽1FL ±0

▼鉄骨天:1FL-150

△床下 （1FL-400）

ダクトスペース

通気口：SUS防虫網

H-200×100

外壁：EW1
新漆喰 t=6
ラスモルタル t=20
アスファルトフェルト
木摺り t=12
縦胴縁 t=15（通気層）
透湿防水シート
構造用合板 t=12

軒裏：EC1
野地板 杉 t=30 素地
垂木60×180 @300 現し

Y3Y2Y1

屋根：R1
カラーGL t=0.4　立てハゼ葺 @330
ゴムアスルーフィング 
構造用合板t=12
スタイロエースⅡ t=75　（45×75 @955）
防湿シート
構造用合板 t=12

キッチントイレ

▽軒高1 （1FL+2,250） ▼根太天:1FL+2,240

ロフト床：
構造用合板 t=24 素地

壁：W4'
ラスモルタル t=35+VP
FRP防水
構造用合板 t=9×2
防湿シート

壁：W1
シナベニヤ t=5.5+OSCL
胴縁 t=15

天井：C1
杉板 t=12+防腐塗料
防湿シート

壁：W4
ラスモルタル t=20+VP
アスファルトフェルト
耐水合板 t=12
胴縁 t=21
防湿シート

壁：W1
シナ合板 t=5.5+OSCL
胴縁 t=15
防湿シート

天井：
構造現し

断熱材：
GW 24K t=100

▽軒高2 （1FL+3,843） 通気口：
防虫通気材

▽最高高さ （1FL+4,390） 軒先 平葺き範囲

床：F2
大理石 t=13
モルタル t=30
構造用合板 t=24

大引：C-100×50×3.2スタイロエースⅡ t=40

H-194×150

鋼管杭140φ

床下：EC2
ケイカル板 t=6+VP
GW 24K t=100
軽量鉄骨下地

▽1FL+150

床：F2'
大理石 t=13
モルタル t=30
FRP防水（モルタル下地仕様）
構造用合板 t=9
構造用合板 t=24
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樹脂製コ型ジョイナー
穴開け加工

垂木を現して先端に向
かって80㎜のテーパー
をとり、また垂木の先
端を軒先の100㎜手前
で止めて目立たなくし
ている。屋根はガルバ
リウム鋼板立てハゼ葺
きだが、軒先から200
㎜の部分だけは平葺き
にしている。

軒先を薄く見せて、
水平のラインを
際立たせるための
ディテール


